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◆ 国⼟強靱化の取組み 

平成 25(2013)年 12 ⽉ 
国は、⼤規模災害の教訓等を踏まえ「強くしなやかな国⺠⽣活の実現を図るための防

災・減災等に資する国⼟強靱化基本法」を公布・施⾏。 

平成 26(2014)年６⽉ 「国⼟強靱化基本計画」が閣議決定。 

平成 29(2017)年１⽉ 千葉県は、「千葉県国⼟強靱化地域計画」を策定。 

平成 30(2018)年 12 ⽉ 
国は、各種⼤規模災害の教訓等を踏まえ「国⼟強靱化基本計画」を改訂、「防災・減

災、国⼟強靱化のための３か年緊急対策」が閣議決定。 

令和〇(202〇)年〇⽉ 
本市は、国⼟強靱化の施策を総合的かつ計画的に推進することを⽬的として、「⽩井

市国⼟強靱化地域計画」を策定。 
 

◆ 基本的な考え⽅ 

【計画の位置づけと想定するリスク】 
本計画は、国⼟強靱化基本法第 13 条の規定に基づく国⼟強靱化地域計画として、国及び千葉県の各計画と

の調和を保ちつつ、国⼟強靱化の観点から、総合計画の下位として調和を図るとともに、各分野の基幹計画の
上位として、国⼟強靱化に関して各分野の個別計画の指針となる計画です。 

また、本計画では、想定するリスクを⼤規模⾃然災害〔地震、⾵⽔害・⼟砂災害、⽕⼭噴⽕〕とします。 

【⽬指すべき姿】 
本計画では、市域の強靱化を総合的に図るため、次のように⽬指すべき姿を設定します。 

今後首都直下型地震が高い確率で発生することが見込まれるとともに、 
地球温暖化などを原因とした気候変動により台風の大型化や豪雨などのリスクが高まる中、 

災害から市民の生命・身体・財産を守り、市民が安心して安全に暮らせるよう、 
「災害に強いまちづくり」を進めます。 

【基本⽬標】 
本計画では、国基本計画及び県地域計画の基本⽬標を踏襲し、以下の４つを基本⽬標として、強靱化を推進

します。 
Ⅰ ⼈命の保護が最⼤限図られること 
Ⅱ 市及び地域の重要な機能が致命的な障害を受けず維持されること 
Ⅲ 市⺠の財産及び公共施設に係る被害の最⼩化（減災・縮災）を図ること 
Ⅳ 迅速な復旧・復興を図ること 

【事前に備えるべき⽬標】 
本計画では、⼤規模⾃然災害の発⽣を想定して、より具体化し、達成すべき⽬標として、国基本計画及び県

地域計画を踏まえ、次の８つの「事前に備えるべき⽬標」を設定します。 
１．直接死を最⼤限防ぐ 
２．救助・救急、医療活動が迅速に⾏われるとともに、被災者等の健康・避難⽣活環境を確実に確保する 
３．必要不可⽋な⾏政機能は確保する 
４．必要不可⽋な情報通信機能・情報サービスは確保する 
５．経済活動を機能不全に陥らせない 
６．ライフライン、燃料供給関連施設、交通ネットワーク等の被害を最⼩限に留めるとともに、早期に復旧させる
７．制御不能な複合災害・⼆次災害を発⽣させない 
８．地域社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興できる条件を整備する 

 

◆ 強靱化に関する脆弱性の評価と取組みの推進 
【脆弱性の分析・評価】 

「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」ごとに、関連計画に位置づけられている施策等をベー
スに施策の達成度や進捗などを把握して、現状の脆弱性について分析・評価を⾏いました。 

【施策分野等の設定と具体的な取り組み】 
国基本計画及び県地域計画の施策分野を参考として、「リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態）」を

回避するために必要な施策を念頭に置きつつ、次の７つの個別施策分野と４つの横断的分野を設定しました。

個別施策分野 
① 健康・福祉  ② 学習・教育  ③ 産業・雇⽤ ④ 環境・⾃然
⑤ 地域・安⼼ ⑥ 都市・交通  ⑦ ⾏財政 

横断的施策分野

（Ａ）リスクコミュニケーション※ （Ｂ）⼈材育成 
（Ｃ）官⺠連携 （Ｄ）⽼朽化対策 
※リスクコミュニケーションとは、災害等によるリスクに関する正確な情報を、市⺠、

事業者、⾏政などで共有し、相互に意思疎通を図ること。

脆弱性の分析・評価を踏まえ、起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）毎の具体的な取り組み（推
進⽅針）をとりまとめました。（裏⾯の推進⽅針⼀覧参照） 

【施策の推進とＰＤＣＡサイクル】 
本計画に位置づける施策の推進に当たっては、庁内の全庁横断的な体制のもと、県をはじめ、国の関係組織、

近隣市町等の地⽅公共団体、⾃主防災組織等の地域組織、⺠間事業者等と連携・協⼒しながら進めていきます。

施策の進捗状況等を定期的に把握、検証し、必要に応じて⾒直しを⾏う等、ＰＤＣＡ（計画・実⾏・評価・
改善）サイクルを繰り返して取組を推進していくとともに、新たな施策展開を図っていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ⽩井市役所 危機管理課 
〒270-1492 千葉県⽩井市復 1123 番地 
電話︓047-401-4650  ファックス︓047-491-3554 

ＰＬＡＮ 

①地域を強靱化する上での事前に備えるべ

き目標の明確化 

②リスクシナリオ（起きてはならない最悪

の事態）の設定 

③脆弱ポイントの分析・評価・検証 

④リスクに対する取組、対応方策の検討 

⑤対応方策について重点化、優先順位付け 

ＡＣＴＩＯＮ 

①施策の見直し、改善

②重点施策の見直し 

③新たな施策の展開 

ＤＯ 

総合的かつ計画的に実施 
 

 

ＣＨＥＣＫ 

①結果の評価 

②関連施策の進捗状況を管理 

ＰＤＣＡ 
サイクルによる 

継続的改善 
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事前に備えるべき⽬標  リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態） 推進⽅針 

1 直接死を最⼤限防ぐ 

1-1 地 震 住宅・建物・交通施設等の複合的・⼤規模倒壊や不特定多数が集まる
施設の倒壊による多数の死傷者の発⽣ 

公共施設の耐災害性の向上／中⼼都市拠点や⽣活拠点における耐災害性の向上／住宅・建築物及び宅地の耐震化や
安全性の向上／地域防災⼒の向上

1-2 ⼤規模⽕災 密集市街地や不特定多数が集まる施設等における⼤規模⽕災による多数
の死傷者の発⽣ ⾃助・共助による⽕災予防対策の充実／公助としての消防⼒の充実／ゆとりある住環境の整備 

1-3 ⾵⽔害・洪⽔ 突発的⼜は広域かつ⻑期的な市街地等の浸⽔による多数の死傷者の発⽣ 総合的な治⽔対策等の充実／地域防災⼒の向上
1-4 ⼟ 砂 災 害 ⼤規模な⼟砂災害による多数の死傷者の発⽣ ⼟砂災害警戒区域等における防災・減災対策等の充実／地域防災⼒の向上 

2 

救助・救急、医療活
動が迅速に⾏われ
るとともに、被災者
等の健康・避難⽣活
環境を確実に確保
する 

2-1 物資・燃料 被災地での⾷料・飲料⽔・電カ・燃料等、⽣命に関わる物資・エネル
ギー供給の停⽌ 

必要な備蓄物資等の確保／エネルギー供給源の多様化の充実／⽀援物資等の調達・供給、輸送体制の充実／上⽔道施設の
適切な整備と応急給⽔活動体制の充実／道路啓開・応急復旧体制の充実／多重道路ネットワークの形成による耐災害性の
向上／⺠間開発の規制誘導による耐災害性の向上／農作物等の災害予防対策の充実／ライフライン事業者等との連携強化

2-2 救助・救急 ⾃衛隊、警察、消防、海保等の被災等による救助・救急活動等の絶対
的不⾜ 

広域的な傷病者搬送体制の整備／避難⾏動要⽀援者等に関する情報共有や⽀援体制等の充実／応急⼿当の普及啓発
の充実／安全な社会福祉施設整備の促進／地域防災⼒の向上／公助としての消防⼒の充実／道路啓開・応急復旧体
制の充実／多重道路ネットワークの形成による耐災害性の向上／⺠間開発の規制誘導による耐災害性の向上

2-3 帰宅困難者 想定を超える⼤量の帰宅困難者（通勤・通学・来訪者等）の発⽣、混乱 帰宅困難者対策の充実
2-4 医 療 医療施設及び関係者の絶対的不⾜・被災、⽀援ルートの途絶、エネル

ギー供給の途絶による医療機能の⿇痺 保健・医療サービスの情報提供体制の充実／医療救護体制の充実／道路啓開・応急復旧体制の充実 
2-5 衛 ⽣ 管 理 被災地における疫病・感染症等の⼤規模発⽣ 被災地での衛⽣環境保全体制等の充実／災害廃棄物等の処理体制の充実／下⽔道施設の維持・更新等と業務継続体制の充実
2-6 健 康 管 理 劣悪な避難⽣活環境、不⼗分な健康管理による多数の被災者の健康状

態の悪化、死者の発⽣
指定避難所及び福祉避難所の機能充実／健康管理等に関する情報提供体制の充実／被災地での衛⽣環境保全体制等
の充実

3 必要不可⽋な⾏政
機能は確保する 

3-1 警 察 機 能 被災による司法機能、警察機能の⼤幅な低下による治安の悪化、社会の混乱 地域防犯⼒の向上
3-2 ⾏ 政 機 能 市職員・公共施設等の被災による⾏政機能の⼤幅な低下 公共施設の耐災害性の向上／業務継続体制等の充実／防災活動拠点の機能充実／避難所の開設・運営体制の充実

4 
必要不可⽋な情報
通信機能・情報サー
ビスは確保する 

4-1 通 信 基 盤 防災・災害対応に必要な通信インフラの⿇痺・機能停⽌ 通信機器の充実と発信⼿段の多様化
4-2 メ デ ィ ア テレビ・ラジオ放送の中断等により災害情報が必要な者に伝達できない事態 通信機器の充実と発信⼿段の多様化

4-3 情報サービス 災害時に活⽤する情報サービスが機能停⽌し、情報の収集・伝達がで
きず、避難⾏動や救助・⽀援が遅れる事態 

外国⼈等への情報の適切な提供と共有化／⾝近な相談体制の充実／学校における防災教育の⼀層の充実と避難体制
の向上

5 経済活動を機能不
全に陥らせない 

5-1 製造・物流 サプライチェーンの⼨断等による企業の⽣産⼒低下 企業における業務継続のための⽀援体制の充実／⼯業団地等の耐災害性の向上 
5-2 エネルギー エネルギー供給の停⽌による、社会経済活動・サプライチェーンの維

持への甚⼤な影響 企業における業務継続のための⽀援体制の充実／道路啓開・応急復旧体制の充実 
5-3 産 業 施 設 重要な産業施設の損壊、⽕災、爆発等 重要な産業施設の耐災害性の向上
5-4 交 通 網 基幹的交通ネットワークの機能停⽌による物流・⼈流への甚⼤な影響 多重道路ネットワークの形成による耐災害性の向上／⺠間開発の規制誘導による耐災害性の向上／道路啓開・応急復旧体制の充実
5-5 ⾦融サービス ⾦融サービス・郵便等の機能停⽌による国⺠⽣活・商取引等への甚⼤な影響 ⾦融サービスの停⽌や消費者トラブル等に関する相談体制の充実 
5-6 ⾷ 料 等 ⾷料等の安定供給の停滞 農作物等の災害予防対策の充実／家畜等の防疫体制の充実／⽀援物資等の調達・供給、輸送体制の充実

6 

ライフライン、燃料
供給関連施設、交通
ネットワーク等の
被害を最⼩限に留
めるとともに、早期
に復旧させる 

6-1 エネルギー 電⼒供給ネットワーク（発変電所、送配電設備）や都市ガス供給、⽯
油・ＬＰガスサプライチェーン等の⻑期間にわたる機能の停⽌ 燃料等の確保体制の充実／ライフライン事業者等との連携強化／防災活動拠点の機能充実 

6-2 上 ⽔ 道 上⽔道等の⻑期間にわたる供給停⽌ 上⽔道施設の適切な整備と応急給⽔活動体制の充実 
6-3 汚 ⽔ 処 理 汚⽔処理施設等の⻑期間にわたる機能停⽌ 下⽔道施設の維持・更新等と業務継続体制の充実／浄化槽の整備及び災害対応⼒の強化
6-4 交 通 基 盤 交通インフラの⻑期間にわたる機能停⽌ 市道・橋梁等の適正な維持管理／道路啓開・応急復旧体制の充実 

7 
制御不能な複合災
害・⼆次災害を発⽣
させない 

7-1 地 震 ⽕ 災 地震に伴う市街地での⼤規模⽕災発⽣による多数の死傷者の発⽣ 避難場所や延焼防⽌等に資する公園等の整備／都市防災機能を有する街路の整備／⾃助・共助による⽕災予防対策
の充実／公助としての消防⼒の充実／ゆとりある住環境の整備 

7-2 交 通 障 害 沿線・沿道の建物倒壊に伴う閉塞、地下構造物の倒壊等に伴う陥没による
交通⿇痺 

緊急輸送道路の耐災害性の向上／多重道路ネットワークの形成による耐災害性の向上／⺠間開発の規制誘導による耐災害
性の向上

7-3 防 災 基 盤 調整池や排⽔機場等の損壊・機能不全や堆積した⼟砂の流出による多数の死傷者の発⽣ 総合的な治⽔対策等の充実／⼟砂災害警戒区域等における防災・減災対策等の充実
7-4 有 害 物 質 有害物質の⼤規模拡散・流出や富⼠⼭噴⽕の降灰等による国⼟の荒廃 富⼠⼭噴⽕による降灰対策／重要な産業施設の耐災害性の向上 
7-5 緑 地 農地・森林等の被害による国⼟の荒廃 農地・農業⽔利施設等の適切な整備／有害⿃獣対策による農地・森林の荒廃防⽌／農作物等の災害予防対策の充実

8 
地域社会・経済が迅
速かつ従前より強
靱な姿で復興でき
る条件を整備する 

8-1 災害廃棄物 ⼤量に発⽣する災害廃棄物の処理の停滞による復興が⼤幅に遅れる事態 ⼀般廃棄物処理施設の耐災害性の向上／災害廃棄物等の処理体制の充実 

8-2 ⼈ 材 復興を⽀える⼈材等（専⾨家、コーディネーター、労働者、地域に精
通した技術者等）や体制の不⾜等により復興できなくなる事態

危険度判定等に関する体制の充実／⼈的⽀援の受⼊れ体制の充実／防災・減災を担う市職員の育成／防災・減災活
動等を担う多様な⼈材の育成／災害復興に関する事前体制の確⽴ 

8-3 浸 ⽔ 広域地盤沈下等による広域・⻑期にわたる浸⽔被害の発⽣により復興
が⼤幅に遅れる事態 総合的な治⽔対策等の充実 

8-4 地 域 ⽂ 化 貴重な⽂化財や環境的資産の喪失、地域コミュニティーの崩壊等によ
る有形・無形の⽂化の衰退・損失 指定⽂化財に係る各種防災対策の充実／市内の⽂化財等に関する現状の把握等 

8-5 ⽤ 地 事業⽤地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興
が⼤幅に遅れる事態 地籍調査等による⼟地境界等の明確化／応急仮設住宅の提供体制等の充実 

8-6 経 済 等 ⾵評被害や信⽤不安、⽣産⼒の回復遅れ、⼤量の失業・倒産等による
経済等への甚⼤な被害 ⽣活再建や事業再建等の⽀援対策の充実 

 


